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スウェーデンにおける知的障害児の特別職業学校

石　田　祥 代＊・柳 本　雄　次榊

　本論文では、スウェーデンにおける、知的障害児のための後期中等教育にあたる特

別職楽学校の実態を報告している。スウェーデン南部地区にある特別学校教師の指針

および現地視察からまとめたものである。スウェーデンの知的障害児教育は統合され

ているものの「場の統合」であること、また、「場の統合」にはいろいろな形態がある

こと、さらに特別職業学校では、障害のレベルに応じて、3課程（活動訓練課程／職業

訓練課程／職業教育課程）が設置され、選択できることが指摘された。教育の目標では、

勤労生活に力点が置かれており、これに従って特別職業学校のカリキュラムも考えら

れていた。教師が考えている問題点としては、教室内に複数の教育者が存在すること

や特別職業学校が通常学校と管轄の異なることから生じる問題などが挙げられた。

キーワード：場の統合　特別職業学校 スウェーデン

I．はじめに

　1950年代終りにデンマークのバンク・ミケル

セン（Bank－Mikke1sen，19691））によ’り、ノー

マライゼーションの理念は提唱された。ノーマ

ライゼーションは間もなくヨーロッパ全土に広

がっていき、1970年代初めにはアメリカに渡

り、その後しばらくして日本に上陸している。

引き続いて1960年代終りにスウェーデンのニ

リエ（Nirje，19691ユ））によってその原理は発展

させられた。この概念はスウェーデンで障害者

施策として取り上げられ1968年の法律に活か

されている。以来、スウェーデンの障害児教育、

特に統合教育は諸外国から注目を浴び、特に近

年は、より詳しい研究が試みられている。

　しかし、知的障害児注1）の後期中等教育がどの

ようなねらレ・で進められているのか、どのよう

な教育課程が用意されているのか、に焦点を当

てて詳述している先行研究はない。以上のよう

な理由から、本論文では知的障害児教育に関し

ての後期中等教育にあたる特別職業学校の実際

を明らかにすることが目的である。

　手順としては、まず、スウェーデンの特別職

業学校に着目して、教育のねらい、活動を中心

に論じる。次に、マルモフース（Ma1m6hus：28

ある知的障害児教育区のひとつ）のルンド

（Lund）地区の学校に焦点を当てる。

‡心身障害学研究科

榊心身障害学系

II．場の統合（Facility　lntegrat1on）

　1944年7月4日、スウェーデンにおいて、「教

育可能な精神遅滞児の教育と保護に関する法

（Lag　om　mdervisning　och　v主rd　av　bi1dbara

sinnes16a）」が制定された。これは知的障害児に

関する初めての教育法であったものの「教育可

能」、すなわち、軽度（IQ約70以上）の知的障害

児のみが対象であった。この法律はユ954年と

1967年にそれぞれ改正されている。1954年には

「教育可能」という用語が廃止され、知的障害

児の対象が軽度から中度（IQ約50以上）に拡大

された。1967年においては、「精神遅滞者の援護

に関する法（Lagang会ende　omsorgeromvissa

psykisktutveck1ingsst6rda）」となり、世界にさ
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きがけて最重度の障害、重複障害の子どもすべ

てを学校教育の対象とした（山口，199121））。

　スウェーデンでは、特殊教育の学校がすべて

消減したわけもないし、また、実質的には特殊

学校といってよい学校が数多く存在している

（二文字，19869））。特に知的障害児の場合には、

教育組織が別体系になっている。通常の学校に

通うという「個の統合（Individua1Integra・

tiOn）」ではなく、できるかぎり数学級単位の特

別学校（Sarsko1a）を通常の学校内に設置する

「場の統合（Faci1ityIntegration）」の形態がと

られている（Fig．1・Tab1e1）。知的障害児のた

めの特別基礎学校（Grundsarsko1a）のクラスの

うち90％以上において統合されているものの

，「場の統合」である。特別職業学校では、クラ

スのうち40％以上が通常の学校に「場の統合」

されており、「個の統合」は3％のみである

（Sδder，198617））。つまり、児童生徒は通常学校

の敷地内に設置されているクラスに在籍してい

るもののまだ分離している特別学校のクラスの

中で教育を受けている（Wa1ton，Sand1i㎎and

Rosenqvist，199020））状況にある。

　「場の統合」といっても様々な形態のものが

ある。通常学校と同じ建物内に設置されている

場合もあれば、通常学校の敷地内にある別の建

物に設置されている場合もある。たとえば、ス

ウェーデンの総合制高等学校では、各学校にい

特別個別統合（重度）09％

　　個の統合87％

Fig．1　スウェーデンにおける知的障害児の教育形

　　　　態（1989．9）

　　　　（全日本特殊教育研究連盟編集委員会、1991）一

くつかのコースがあるため、コースによって建

物が異なっている高等学校が多い。Vipeho1m

特別職業学校（IVで詳しくみる）の場合、専用

の各普通教室をはじめ、トイレ、データ室、多

目的室、木工室、調理室、ランチルーム、各職

員個室等が総合制高等学校敷地内の建物に設置

されている。同特別職業学校では毎火、木曜日

には調理コースの生徒が実習を行い、設置され

ているランチルームでそれを食べるため、月、

水、金曜日にのみ総合制高等学校の生徒も利用

しているランチルームで昼食をとっている。

　スウェーデンでは、ほとんどの学校に対して

はコミューン（Kommm：市町村にあたる行
政区域で国を283に分けてレ）る）が責任を負っ

ている。義務教育期間の障害児童・生徒の教育

についての責任もコミューンが負っている。し

かし、知的障害児に関しての教育と医療の責任

はランステイング（Landsting：県にあたる行

政区域で国を24に分けている）が負っている。

このため、特別学校が併置されている通常学校

では同校内に二つの管轄が存在していることに

なる。これに関係した問題点の例として、通常

学校の設備・器具の使用に関しての問題、学校

責任者が異なることから生じる問題、が挙げら

れる。なお、1992年施行の工一デル・リフォー

メン（ADEL－refomen1Hedin，19913））によつ

Table1　場の統合と個の統合の知的障害児の数

　　　　　（1989，9）

場の統合＊1 個の統合＊2

特別基礎学校 4，054人 823人

特別訓練学校 2，816 17

小計 6，870 840

職業教育 1，414 144特
別
職
業
学
校

職業訓練 1，343 O

活動訓練 598 O

合計 10，225 984

出1通毎学校の敷地の中に設置された特別学級（複数）

＊225名の通常の学級に知的障害児1名を入れる。週7時間特

　別な教師が援助
（全日本特殊教育研究遵盟編集委員会，1991．一部名称修正）
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て、ランスティングの予算がコミューンに移さ

れ、高齢者と障害者への杜会サービスの改善が

図られる。

m．特別職業学校（Yrkessarskola）

　まず、特別職業学校が現在の体系になった過

程について触れる。次に、マルモフース内ルン

ド地区の教師に渡されている「特別学校（特別

基礎学校、特別訓練学校、特別職業学校、その

各々につレ）て解説されている）」注2〕のうち「特別

職業学校」に触れている部分を取り上げ、特別

職業学校の対象、ねらい、活動についてみてい

く。

　スウェーデンでは1962年に教育法が制定さ

れ、以後10年間のうちに新しい教育体系ができ

あがった。すなわち、9年制の義務・総合制基礎

学校体系が整備され、さらに従来の高等学校、

長い間確立してきた職業学校、1960年代にでき

た補習学校（バウチャー，198513））が一本化して

総合制高等学校（Gymnasiesko1a）になったの

である。この総合制高等学校が目標としてきた

のは、“アカデミツク”、“一般”、“技術・職業”、

の各コースに対して同等の地位を与えることで

あり、“一般”コースや‘‘アカデミツク”コース

の教育は職業化し、“技術・職業”コースの教育

は一般化する必要があると考えられていた（マ

ルクルンド，198615〕）。

　知的障害児については、9年制の義務・総合制

基礎学校（Grundsko1a）に相当する10年制の特

別学校として、軽度児の特別基礎学校（Grmd－

s批sko1a）と中・重度児の特別訓練学校（Tr註nin－

gssko1a）がある。後期中等教育の総合制高等学

校に対応するものとして、1968年に「特別職業

学校」が体系化された（Fig．2）。

　なお、スウェーデンでは、障害児に関するほ

とんどのアセスメントは教師や医師、親の判断

においてなされ、公式テストには重点が置かれ

ていない。行動のチェック・リストのようなも

の、教師の観察や医師と親側からの忠告、評価、

が児童生徒に関するデータ収集の主な方法であ

る。アセスメントの手順は地区（IVで詳述）の

サイコロジストと教師の決定に任されている。

その決定は教師による観察とチェックリストか

らの情報を用いて、サイコロジストが作成した

アセスメントを通して行われる。近年、知的障

害児のレベルは読み書き等の認知能力によって

分けられ、IQスケールはほとんど用いられては

いない。読み書きができればCレベル、簡単な

読み書きができればBレベルで、読むことさえ

困難であればAレベルとなる（Wa1ton，Sand－

ing　and　Rosenqvist，198919））。

1．特別学校の教育目標

　スウェーデンの初等・中等教育の目標は、知

識を与え、能力を開発することである。この目

標の下に、学校は「家庭と協力し、次代を担う

若者をバランスの取れた人に、また適正な能力

のある信頼できる社会人になるように導く」。総

合制高等学校の掲げる目標と指針は将来の職業

活動や卒業後の教育にも重点を置いている。こ

の「勤労活動に焦点を当てている」点はスウェー

デンの教育のひとつの特徴であり、’知的障害児

の教育にも反映している。

　「特別学校の目標」には以下のように記載さ

れている（Ma1mδhus　L加s　Landsting，19917〕）。

§1社会は義務教育学校、高等学校、その他の

　　　学校によって青少年に教育を準備する。

§2教育の普遍的な目的は知識を与え、奨励に

　　　より人々との調和を発達させ、社会の責

　　　任ある一員となる。

このように、特別学校の教育の目標は、通常学

校に準じたものである。

2．特別学校の対象

　学習障害があったり、脳障害を伴う知的障害

児や自閉症児が特別学校へ就学する。よって、

特別学校の児童生徒は学習面での発達に障害を

もっており、構造的なことを学ぶのは困難であ

・る。それゆえ、教授法は児童生徒の発達レベル

に合わせなければならず、それは経験や行動に

よる理解に基づいて行われるべきである。また、

児童生徒が知識によって状況や将来に影響をも

たらすことができるようにするべきである。特

別職業学校の教育期間は4年間で17才～21
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Fi9．2　スウェーデンの学校制度

ing）に分かれている。1991年度のクラス数と児

童生徒数は、職業教育課程で169クラス、1，326

名、約8．o名／クラス、同様に、職業訓練課程で

180，1，144，4．8、活動訓練課程で136，518，3．8

であった（Fig．3Tab1e2）。各対象と活動は次

のようになっている。

①活動訓練課程

　個々の生徒の制限によって、学級が決定され

才、重度障害の場合は23才まで教育を受けるこ

とができる。

3．特別職業学校での活動

　特別職業学校は特別訓練学校、特別基礎学校

後の学校である。週に38時間の活動訓練と職業

教育が与えられる。教育課程は3課程：活動訓

練課程（Verksamhetstraning）、職業訓練課程

（Yrkestr註ning）、職業教育課程（Yrkesutbi1dn一
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‡スウェーデンの知的障害児教育に対しての責任は

全国を24に分けたレーン（アルファベット大文字

が負っている。しかし、担当地域が大きずぎる地
域はさらに細かく分けられてレ）る（アルファベッ

　ト小文字）。各レーンはいくつかの地区から成り
立っている。

（バウチャー，1985．一部修正）

FigI3　知的障害児教育の学校区

る。通常、特別訓練学校の卒業生である。多く

の生徒に感情や欲求の表現に困難が認められる

ため、最も適当なコミュニケーションの方法を

発達させ、使用できるようにさせることがかな

り重要になってくる。

　教科は

・コミュニケーション

・ADL
・創造的活動

・体育

から構成されている。教授は訓練学校の教育を

基礎にして、以下のような点に留意している。

例：

　周囲とコミュニケーションをとる能力をさら

に伸ばすこと。

　欲求、はい／いいえ、選択、約束をすることと

断ること、の仕方を学ぶこと。

　社会の異なった環境との接触をできる限りひ

ろげるような各種のコミュニケーション手段の

使い方を学ぶこと。

　考え、音楽、リズム、劇、を発達させること。

　将来の大人としての生活のための訓練をする

こと。

　入浴、スポーツ、アウトドアを通して包括的

な方法で調和や融通性を発達させること。

②職業訓練課程

　教授の第一の目的は大人としての生活の準備

である。学校の活動は働く練習の場として、特

別の環境として構成されている。教授は基礎訓

練と実習訓練に分けられる。以下のコースから

選択できる。

・金属／木エコース

・調理コース

・グラフィックコース

・テキスタイルコース

・家政コース

・園芸コース

③職業教育課程

　教授の目的は将来の職業生活の準備をするこ

とであり、教授には概念と実際の経験が含まれ

ている。課程終了後、しばしば一般市場で仕事

を得ることができる。生徒は、通常、特別基礎
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Table2 スウェーデンにおける特別学級クラス教／児童生徒数（Lararfむrbundet，1991より作成）

学区名 ① ② ③ ④ ⑤ 計

A　B 76 504 103 466 17 152 31 202 20 86 247 1410

a 2 12 9 45 1 5 2 16 2 10 16 88

C 21 147 19 90 7 53 7 36 8 26 62 88

D 18 133 17 69 7 51 3 23 4 13 49 289

E 7 41 7 28 2 17 2 12 3 8 21 106

b 10 69 8 42 2 19 4 22 2 8 26 160

C 7 54 9 47 4 36 3 19 3 13 26 169

F 33 199 17 68 10 73 8 62 10 32 78 434

G 10 70 12 47 3 32 4 27 3 15 32 191

H 20 130 10 53 8 72 7 39 6 23 51 317

I 7 41 7 33 2 12 1 7 1 4 18 97

K 11 69 10 45 4 32 2 16 3 12 30 174

L 28 228 16 81 9 69 8 59 7 21 68 458

M 36 266 28 147 10 73 10 71 6 30 90 587

d 11 69 15 52 5 38 3 10 34 169

N 13 101 12 58 4　　32 2 19 4 15 35 225

O 25 150 16 73 7　　40 8 40 4 13 60 317

O 特別学校 50 児童生徒 288 50 288

P 11 73 17 81 5 35 4 20 4 15 41 224

R 20 166 18 84 4 35 3 21 2 10 47 316

S 28 163 18 94 9 67 11 47 4 15 70 386

T 20 234 10 50 7 48 11 63 5 18 53 313

U 23 164 17 89 7 55 6 53 6 26 59 387

W 17 108 19 68 3 39 4 32 3 9 46 256

X 28 186 23 102 14 129 5 38 4 12 74 467

Y 19 162 ・23 116 12 83 8 39 5 16 67 416

Z 6 39 6 30 2 11 5 32 1 6 20 118

A　C 15 112、 21 105 5 31 7 43 6 27 54 318

B　D 15 194 25 97 4 25 9 48 7 25 60 389

合計 537　3784 512　2361 169　1326 180　1144 136 518 1584 9421

①特別基礎学校
②特別訓練学校
③職業教育課程
④　職業訓練課程

⑤活動訓練課程

クラス数／児童生徒数

クラス数／児童生徒数

クラス数／生徒数

クラス数／生徒数

クラス数／生徒数

学校の卒業生である。

　学区内には実習場所が用意され、雇用者や職

業事務局と運絡をとっている職業指導員が配属

されている。マノkモフースでは、生徒は以下の

コースを選択できる。

・金属コース

・木エコース

・調理コース

・商業／事務コース

・サービス業コース

・園芸コース
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4．ねらい
特別学校では以下のねらいをもっている。

・1991年までに少なくとも特別学校生徒の

　50％に個別の技術／教育を計画することを目

　指す

・1992年までに特別学校生徒すべてに個別の技

　術／教育を計画することを目指す

・特別学校（義務教育）と通常基礎学校は各コ

　ミューンにおいて少なくとも1日の「合同学習

　（gemensamstudiedag）」をもつことを目指す

・1994年までに、特別学校生徒の75％が通常学

　校の児童生徒と同様のコミュニティを経験し

　ていることを目指す

①活動訓練課程

・1991年までに75％の生徒が学校外部の杜会

　環境と「深い」接触を4回もつことを目指す

・すべての卒業生が二一ド、要求、希望に基づ

　いた個々のプランをたてることを目指す

②職業訓練課程

・1991年までにすべての生徒が少なくとも4実

　習期問をもつことを目指す

・1993年までに25％の卒業生が雇用されてい

　るか雇用を探している状態であることを目指

　す

③職業教育課程

・1991年までにすべての生徒が少なくとも4実

　習期間をもつことを目指す

・1993年までに卒業生が雇用されているか雇用

　を探している状態であることを目指す

　スウェーデンの特別職業学校は3課程に分か

れており、各課程において、いくつかのコース

が用意されていた。教授目的においてしばしば

「大人への生活の準備」ということばが用いら

れていることからもわかるように、「勤労生活」

に重点があると考えられる。この傾向は活動訓

練課程よりも職業教育課程の方が強い。

IV．後期中等教育の実際一ルンド地区

　マルモフースは、ルンド（Lmd）、ヘルシンボ

リ（He1ringborg）、エスロブーランドスコルナ

（Es1o▽一Landskrona）、トレボリ（Tore11ebor一

g）イスタット（Ystad）の5地区に分かれてい

る。このうちルンド地区にある学校は特別基

礎・訓練学校が6校、特別訓練学校と特別職業

学校が併置している学校が1校、特別職業学校

が3校である。全児童生徒数165名でクラス担

当および補助教師は76名、パーソナルアシスタ

ントは5名である（Tab1e3）。パーソナノレアシス

タントは、基本的にはウィークデイの8時から

16時まで、それが必要と考えられている児童生

徒に付きそって、移動や食事、排泄、コミュニ

ケーションをとること、等の援助を行う。また、

学校では教授の援助も行っている。これらの教

職員はすべてルンド地区にある特別学校のセン

ターにあた’る「ルンド地区特別学校」に所属し

ており、互いに仕事を分担して、教育に取り組

んでいる。

　Tab1e3から分かるように、多数のクラスに

おいて、パーソナルアシスタントも含めて複数

の教育者がいる。仕事が分担できる、児童生徒

に目が行き届きやすい反面、教育者問の関係が

うまくいかず、機能が十分に働いていないこと

もある、と現場教師から指摘されている注3）。

　特別教科教師はルンド地区内10校に畢置さ

れており、1校、または2，3校を合わせて担当

している。時問割の中の担当授業に沿って、各

学校へ教授しに行っている。

　言語教師　　　　　　　　3名

コミニュケーション教師　　1名

クラフト教師　　　　　　　5名

家政教師　　　　　　　　6名

体育教師　　　　　　　　7名

タイプ教師　　　　　　　　2名

機械デザイン教師　　　　　ユ名

音楽教師　　　　　　　　2名

レクリエーション指導教師　4名

語学教師　　　　　　　　5名

（スペイン語2名、ハンガリー語1名、アイス

ランド語1名、ルーマニア語1名）注4）

　また、知的障害児教育は通常の教育とは別体

系であるが、各通常学校に1名ずつ特別学校の

校長がいるわけではなく（通常学校には校長が
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Table3 ノレンド地区の特別学校

学校名 クラス 児童生徒数 教　　　師 パーソナル

男　　女 担　任　　　補　助 アシスタント

Bjarehov① 7－11 3　　4 1　　　　　　1 1
計 7 2 1

F主ge1① 7－9 4　　3 1 1
8－9 3　　2 1 1 1
10－11 3　　2 1 1
12－13 5　　3 1 1
計 26 11（3特別教員ホを含む） 1

Tuna① 7－10 3　　6 1　　　　　　1 1
9－10 8　　6 1
計 23 4（1特別教員を含む） 1

Lacka1旨nga①／② 7 1　　2 1　　　　　　　1
計 3 2

K1osterg童rd② 8－9 2　　1 1 1
7－10 4　　1 1 1
12－16 2　　1 1 1
自閉症

7－8 2　　0 1 1
15－16 3　　0 1 2
計 16 15（4特別教員を含む）

Pa1ett② 9－10 4　　0 1 2
7－10 3　　2 1 2
ダウン症

10－1213　3 1 1
自閉症

10－12 4　　1 1 2・

計 20 ユ5（2特別教員を含む）

Peter②／③ 14－17 2　　1 1 1
16－19 2　　3 1 2
14－20 3　　1 1 1
17－20 3 1 1
特別学級

4－21 2 1 1
計 17 12（1特別教員を含む）

Vipeho1m③／④ 家政コース

17－2114　8 2 1 2
一般職業訓練コース

17－2118 1 1
調理コース

17－21　　　2　　6 1
計　　　　28 9（1概念教授教師／2特別教員を含む） 2

Hvilan④ 園芸コース

17－20　　　5　　2 1
計　　　　7 1

Po1hem④ 機械技術操作コース

1卜2114　1
木エコース

ユ7－21i6　ユ 1
商業／事務コース

17－21 1　　6 2
計 18 5（1概念教授教師を含む）

合　　計 165 76 5
①特別基礎学校
②特別訓練学校．

③職業訓練課程
④職業教育課程
中　特別教員は教師が休暇をとった際に補充に入る、休憩時間の指導、移動前段の手配、学校運営の援助、等を行

　う
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いる）、ルンド地区10校に校長が1名、教頭が

1名、その他の職員（以下に示してある）が配置

されている。各学校を巡回すること、あるいは、

センター内で、教師を指導することや相談にの

ること、生徒の様子をみたり、その指導を行う

こと、等を行っている。定期的に会議を開いて

話し合い、年に数回は親を含めた懇談会を行っ

ている。

校長

教頭

事務職員

進路指導教師

教育サイコロジスト

教育福祉員

1名

1名

3名

1名

1名

1名

　進路指導教師の職務には、学校を巡回し、生

徒の職業適性を把握し、かつ生徒の希望を知る

こと、親の要望を把握しておくこと、■職場実習

先をみつけ実習をうまくいくようにすること

（生徒と実習先がうまくし）かなかった場合には

速やかに別の実習先を用意すること）、親と生徒

の進路指導、就職先をみつけ生徒の卒業後の指

導を行うこと、相談にのること、等がある。義

務教育が始まった時点から生徒との付きあいが

あるため、特別職業学校生徒については、詳細

に性格や嗜好、職業遭嘩等まで把握している。

不景気に伴って職場が減少してきていること、

生徒の職業に関して期待をかけすぎる親が少な

くないこと、が現在の問題点として挙げられて

いた。注5）

　さらに、以下の職員が教師とともに教育に携

わっている。授業にセンター訪問が組み込まれ

ているか、または職員が学校を訪問して、児童

生徒の指導にあたったり、教師の相談にのった

りしている。：

　地区長　　　　　　　　　1名

秘書

アシスタント

カウンセラー

サイコロジスト

小児科医

医師

1名

1名

6名

5名

1名

3名

看護婦

PT
ST
OT
就学前カウンセラー

おもちゃ図書館員

3名

9名

5名

2名

7名

1名

　OTの職務としては、センターに来る生徒に

粘土や紙、その他いろいろな材料を用いて作業

療法を行うこと、作業という見地から親や教師

を指導すること、生徒にあった補助器具を製作

すること、’学校や家を訪問し、障害児ができる

だけ容易に生活できるように工夫すること（戸

の幅を変更する）、等を挙げることができる注6）。

また、おもちゃ図書館員の仕事としては、セン

ターに来る障害児とおもちゃを用いて遊ぶこ

と、その貸し出しをすること、親や教師におも

ちゃの改良の仕方を教えること、改良の仕方を

研究すること、が挙げられる注7）。

　ルンド地区内の特別職業学校は4校あり、

Vipeho1m校では職業教育と職業訓練が、Po1－

hem校とHvi1an校では職業教育が、Peter校

では職業訓練の課程が設置されている（Tab1e

3）。このうちPeter校以外の学校の進路状況

（1991年度・1992年度卒業生）はTab1e4に示

されている通りである。職業教育課程の生徒は

一般市場で就労先をみつけることがしばしば可

能である。一方、職業訓練課程の生徒はデイセ

ンターへ進むことが多く、Vipeho1m校の場合

すべてがデイセンターへ進路をとっている。

　Vipeho1m校では、生徒は、家政コース、職業

訓練コースまたは調理コースのいずれかを選択

する。各コースの時間割はTab1e5のようであ

る。先に触れたように、職業技術教育が中心と

なっている。たとえば、調理コースにおいては

火・木曜日は調理実習で、月・水・金曜日にも

職業教育理論の授業が組み込まれている。

　特別基礎学校卒業前に生徒は特別職業学校へ

実習に来る。実際にクラスに入り、そこが生徒

にあっていたならば次年度にはそのクラスで勉

強することになる。また、職業学校の生徒は、

職場またはデイセンターへ実習に行く。実習は
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Tab1e4 特別職業学校卒業後の進路

（1）Vipeho1m

コ　ー　ス 性　別 卒業年度 誕生年 進　　路

調理 F 92 71 デイセンター（DC）

F 92 71 スーパー：ICA

F 92 71 ホテルのランドリー

M 92 71 未定

家政 F 91 68 DC

F 91 69 DC

M 91 69 DC
M（D） 92 70 DC

F 92 70 DC
M（D） 92 71 DC

M 92－93 72 勉学続行

一般職業訓練 M 91 69 DC

M 92 71 DC

M 92－93 71 勉学続行

M（D） 92 71 DC

M 92－93 72 勉学続行

D：ダウン症

（2）Po1hemsko1an

コ　　ー　　ス 性　　別 卒業年度 誕生年 進　　　路

商業／事務 M 91 67 未定

M 91 70 死亡

F（W） 92 71 Samha11（国営企業）

F 92 71 郵便局

M 92 71 企業：テトラパック

機械技術操作 M 91 69 無職

M 91 70 DC／サッカー場

M 92 71
未定（アイスクリームエ
場）

M 92 71 工場

木工 M 91 70 無職

M 91 70 Samha11

M 91 70 庭園

W：車椅子

（3）　Hvi1an

園芸 M
M
M
M

91

91

91

92

70

70

70

71

企業：Skanemejerier

会社：HSR
庭園

HSB
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Table5　　時間割り（Vipeho1m校）

（1）家政コース

（時）8　9　　　　10　　11
（分）　　20　　　　　　40

12　　　　　13　　　　14
20　　　　　　　　　40　　　　20　　　　40

15

月 BT
　　　　■BT　　l　　　　■

ADL

火
　　　　　I　　　　　　　　lPT／C　　1　1 　　　　　IPT／C　1 ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　■1　国語（C）　1　1

数学（C）

水 ハビリセンター
1
1
■
1

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　■1　GT／BT　1　1

国語

木 S0
　　　　■SO　　1 ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　11　GT／BT　1　1

BT

金
　　　1　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一BT／SO1ADL1　1 　　　　　1数学（D）1 1　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　11BT1音楽1

（2）一般職業訓練コース

（時）8　9　　　　10　　11
（分）　　20　　　　　　40

12　　　　　　　　13　　　　　　　14　　　　　　　　15

20　　　　　　　　　40　　　　20　　　　40

月 BT
　　　　　1ADL　　＝　　　　　1 ■

1
一
■ BT BT

火 GT
　　　　1GT　　1　　　　1 ■

1
一
■ BT BT

水 　　　1BT　1ADL／体育 ■
1
1
1 BT BT

木 GT
　　　　1SO　　l　　　　l 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　11　美術／SO　1　1

ADL

金
　　　　　　　1　　　　　　　　1ADL／体育　1　1 　　　　■数学　　1 ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　11国語／音楽　1　1

（3）調理コース

（時）8　9
（分）　　20

10　　　11　　　12

　40　　　　　　20

13　　　　14　　　　　15

40　　20　　40

月
　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　■国語1社会1 ■　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　11数学1英語1 ■

1
F
T
■ AT’

火 FT
　　　1AT　　1　　　1 ■

l
　
F
T
■ AT

水 KK
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　体育　　1 1　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　11国語1音楽1 1

1
F
T
， AT

木 FT
　　　1AT　　l　　　■ ’

l
　
F
T
I AT

金 甘丁 一
1
1
1

■　　　　　　　　　　　　　　　　■1体育1 　　　　■FT　　　1　　　　■ 1　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　11AO1音楽1

BT：混合トレーニング（休日にあったことやその日の天候、予定などについて学習）

P　T：実習　　　　　　　　　　　　C：コンピューターを用いて学習

GT：基礎訓練　　　　　　　　　　S0：一輝学習
FT1職業教育理論　　　　　　　　AT：調理実習（学校の給食づくり）

KK：消費者としての知識　　　　　HH：保健と栄養学
AO：労働生活オリエンテーション

Vipeho1m校の場合は在学中に3回、約一6週間　　てきた。特別職業学校の特徴には以下のような

である。毎年、同じ場所で行う場合もあれば異　　ものがあった。

なる場所で行う場合もある。前者においては卒　　①「場の統合」が中心であり、それには様々な

業後、実習先に就職することが多い。　　　　　　形態、敷地内統合の場合と建物内統合の場合、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一があつた。

V．まとめ　　　　　’　　　　　　　　②このため、通常学校とは別体系で後期中等教

　以上、ルンド地区を中心に、スウェーデンに　　　育が行われていた。

おける知的障害児の後期中等教育の枠組みをみ　　③職業技術教育に力点をおいていること；時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一165一
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　割はコースに関係ある授業と実習を中心に構

　成されていた。

さらに、ルンド地区では

④教師、職員が役割を分担しながら、協カして

　教育に取り組んでいた。

⑤臨機応変に対処し、よりよい教育を目指して

　いる。生徒の状況に応じて、たとえ学期の途

　中であっても、クラス編成をかえることもあ

　る。

　教師や職員が考えている問題点としては以下

のことが挙げられていた。

①親の発言カが強く、時には教育サイドが考え

　ている以上のことを要求する。

②教室内に複数の教師、アシスタントがいる場

　合、職員問の関係がうまくいかないことがあ

　る。

③通常学校と特別学校の管轄が異なることから

　生じる問題がある。

「場の統合」の中で、どれだけ通常学校の生徒

と関わりをもつことができるのかが課題となろ

う。また、特別職業学校において職業技術教育

に力点を置くあまり、全般的な教育がないがし

ろにされてはいないだろうか。管轄が異なるこ

とから生じる問題の改善として知的障害児の教

育に工一デル・リフォーメンが反映されること

が期待される。

注

1）近年、スウェーデンの文献の英訳において

　　　“inte11ectua11y　handicapped”、和訳に

　　　おいて「知的障害者」と訳されているも

　　　のが多いことから、本論文においても「知

　　　的障害児」という用語を用いる。IIにで

　　　てくる法律名では、「精神遅滞」という用

　　　語で区別している

2）ルンド地区内の特別学校教師が会議（1991）

　　　の際に用いた資料による

3）Vipeho1m校での聞き取りによる

4）スウェーデンでは移民が多く、その移民に

　　　はスウェーデン語のほか、母国語も教授

　　　されてし）る

5）「ルンド地区特別学校」に配置されている

　　進路指導員であるGume1Ringho1mさ

　　んからの聞き取りによる

6）「ルンド地区特別学校」に配置されている

　　OTのMariame　Bergkvistさんからの

　　聞き取りによる

7）「ルンド地区特別学校」に配置されている

　　おもちゃ図書館員であるGuni11a　Hec－

　　tOrさんからの聞き取りによる
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Special Vocational School for the 

Intellectually Handicapped in Sweden 

Sachiyo ISHIDA and Yuji YAMAGIMOTO 

This report presents the condition of upper-secondary education, the special voca-

tional school for the intellectually handicapped, in Sweden. It is based on the guidelines 

given for the teachers of special schools in the southern part of Sweden and also the 

personal observation. It was found that in spite of the fact that education for the 

intellectually handicapped in Sweden is integrated, it is "Facility Integeration" only, 

which also has different levels. According to the level of their retardation, the students 

can choose from three courses, that is the activity training course. the vocational 

training course and the vocational education course. As the aim of school education 

emphasizes the vocational life, the special vocational school's curriculum also adopts it. 

According to the teachers, the problems are due to the presence of many teachers in the 

same classroom. And the fact that the jurisdiction of the special school and ordinary 

school is different. 
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- 168 -


